
手話でつながる笑顔手話でつながる笑顔

　私達にとって手話は、大切なコミュニケーションツール
の１つです。手話による日常会話を学んで、地域にお住ま
いの耳の不自由な方のサポートをしませんか。
　手話を必要としている方達との交流や社会参加をサポー
トすることを目標に、平成２７年４月から手話奉仕員養成講
座を山武こういきの事業として始めました。

　私達にとって手話は、大切なコミュニケーションツール
の１つです。手話による日常会話を学んで、地域にお住ま
いの耳の不自由な方のサポートをしませんか。
　手話を必要としている方達との交流や社会参加をサポー
トすることを目標に、平成２７年４月から手話奉仕員養成講
座を山武こういきの事業として始めました。
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手話奉仕員養成講座を始めました
　山武こういきでは、手話でのサポートが必要な方のために、千葉県聴覚障害者協会に委託し、手話奉仕員養成講座を
始めました。
　この講座は、手話の経験がない方でも受講でき、簡単な日常会話を習得する「手話奉仕員養成講座（前期）」と、前期の講
座修了者を対象とした「手話奉仕員養成講座（後期）」の２部構成となっています。前期、後期共に全２７回の講座です。
　平成２７年度は、7月６日（月）から「手話奉仕員養成講座（後期）」を開講しています。平成２８
年度は、「手話奉仕員養成講座（前期）」の開講を予定しています。詳細が決まりましたら、改めて
山武郡市内の市町の広報にてお知らせします。

手話奉仕員とは
　耳の不自由な方達とのコミュニケーションの手段である手話を学び理解を深め、必要な手
話表現技術等を習得し、手話を使って支援をする方のことをいいます。

　手話奉仕員が増えることは、地域の手話を必要としている方達の福祉の向上に繋がります。

　予算とは、山武こういきにどのようなお金が入ってきて、どのように使われるかをまとめたものです。
　構成市町からの負担金や利用者からいただく手数料、県からの補助金などが、どのように使われるかをお知らせ
します。

※山武郡市医師会の医師が交替で診療に当たっているた
め、担当医師の専門以外のときは診療できない場合があ
ります。事前にお問い合わせください。

※当診療所での診療は応急的な処置を目的としたもので、
薬の処方は原則１日分です。受診翌日以降はかかりつけ
医等で診察を受けてください。

夜間急病診療所
　診 療 日　毎日（年中無休）
　診療時間　午後８時～午後１１時
　診療科目　内科・小児科・外科
　所 在 地　東金市堀上３６０番地２
　☎０４７５ー５０ー２５１１
　　０４７５ー５０ー２５３５

休日救急歯科診療所
　診 療 日　日曜日・祝日・お盆・年末年始
　診療時間　午前９時～正午
　診療科目　歯科
　所 在 地　東金市堀上３６０番地２
　☎０４７５ー５０ー２５１２
　　０４７５ー５０ー２５３２

夜間や休日の急な病気に夜間や休日の急な病気に夜間や休日の急な病気に

休日当番医テレフォンサービス
　☎０４７５－５０－２５３１　
　診 療 日　日曜日・祝日・年末年始
　診療時間　午前９時～午後５時（正午～午後１時はお昼休み）
　診療科目　内科・外科
　※山武郡市内の休日当番医を案内しています。専門以
外は診療できない場合があります。

始

分担金及び負担金（68.0%）
37億5,620万3千円
構成市町からの負担金

使用料及び手数料（9.8%）
5億4,225万1千円
し尿や浄化槽汚泥の処理手数料

県支出金（0.3%）
1,800万円
県からの補助金

財産収入（0.0%）
63万8千円
預金の利子や土地の貸付収入

繰入金（0.1%）
627万2千円
預金を取り崩すお金

諸収入（2.4%）
1億3,041万円
その他の収入

公債費（3.7%）
2億586万5千円
借入金の返済に充てるお金

消防費（62.1%）
34億2,884万7千円
消防活動や救急活動にかかるお金

清掃費（10.7%）
5億9,268万1千円
し尿や浄化槽汚泥を処理するためのお金

保健衛生費（8.1%）
4億4,756万9千円
火葬場や急病診療所にかかるお金

民生費（6.1%）
3億3,343万3千円
老人福祉などに使われるお金

議会費・総務費（8.2%）
4億5,386万5千円
議会運営、庁舎管理、広報にかかるお金

予備費（0.1%）
500万円
予測できない支出が発生した際に充てるお金

組合債（17.5%）
9億6,290万円
事業を行うために借りるお金

歳 入歳 入 歳 出歳 出

繰越金（1.9%）
1億454万3千円
平成26年度から繰り
越されたお金

歳入歳出総額　５５億２,１２１万７千円
教育費（1.0%）
5,395万7千円
教育相談や
視聴覚教材に
かかるお金

情報公開・個人情報保護制度の運用 ～平成２６年度～情報公開・個人情報保護制度の運用 ～平成２６年度～
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　移転新築工事を行っていました「東消防署山武分署」が
完成しました。
　昭和５０年に竣工しました現在の東消防署山武分署
は、築４０年が経過し、庁舎の老朽・狭隘化、耐震性が不足
していることから移転新築することになりました。
　これに伴い、住所が次のとおり変更となります。
　なお、郵便番号と電話番号に変更はありません。

　中央消防署にバス型キャブの化学消防自動車とＣＡＦＳ
搭載の消防ポンプ自動車（ＣＤ－Ⅰ）を整備し、平成２７年
３月１２日から運用を開始しました。

バス型キャブの化学消防自動車
　バス型キャブを採用することにより車内空間を確保で
き、出動途上で防護服の着装が可能となり、現場到着後の初
動活動が迅速に行えます。

ＣＡＦＳ搭載の消防ポンプ自動車（ＣＤ－Ⅰ）
　水に少量の消火薬剤を加え、圧縮空気を送り込むことに
より発砲させる装置「ＣＡＦＳ」を搭載し、高い消火機能を
有します。従来の水槽付消防ポンプ自動車よりも小型車両
で狭い路地への進入が容易であり、住宅密集地での火災に
対し機動力を発揮します。

　行政改革に取組む中で、効率的・効果的な組織の構築と事務事業の整理・合理化を図るため、消防本部では、平成２７
年４月１日に次の所属について組織変更を行いました。

夜間や休日の急な病気に夜間や休日の急な病気に

歳 入 歳 出

運用開始：平成２７年９月１日（予定）
新 住 所：〒２８９－１２２３
　　　　 山武市埴谷１８７４番地１
☎０４７５－８９－００２０

★
東消防署山武分署庁舎

ＪＲ日向駅

●旧山武分署

給食センター
●

●睦岡小学校
至成東

至成東
●

●
日向郵便局

至東金

山武中学校
●駐在所 ●山武浄水場

●さんぶの森
　公園

至八街

至成東至八街

至松尾至八街

　開かれた行政の実現を目指して、組合
が保有する行政文書を請求に応じて公開
しています。
　平成２６年度の実施状況は、右表のと
おりです。

情報公開・個人情報保護制度の運用 ～平成２６年度～情報公開・個人情報保護制度の運用 ～平成２６年度～情報公開・個人情報保護制度の運用 ～平成２６年度～
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不存在
実施状況（件）
部分開示開　示

請求件数

行政文書開示請求
個人情報開示請求
合　　計

３
６
９

警 防 係　☎０４７５-５２-８７５２

救 急 係　☎０４７５-５２-８７５２

救 助 係　☎０４７５-５２-８７５２

警 防 課警 防 課
新旧

警 防 係

救 急 係

救 助 係

調 査 係

警防課予 防 課 予 防 係　☎０４７５-５２-８７５４

査 察 係　☎０４７５-５２-８７５４

危険物係　☎０４７５-５２-８７５３

調 査 係　☎０４７５-５２-８７５３

予 防 係

査 察 係

指 導 係

予 防 課

消 防 本 部

消 防 本 部

消 防 本 部

総 務 課

（左から）バス型キャブの化学消防自動車、CAFS搭載の消防ポンプ自動車
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●事 務 局　総務課、企画財政課、電子計算課
　　　　　　環境衛生課、保健福祉課、出納室
　　　　　　教育支援課
●医　　療　山武郡市医療福祉センター
　　　　　　　夜間急病診療所
　　　　　　　休日救急歯科診療所
●老人福祉　養護老人ホーム坂田苑
　　　　　　坂田苑デイ・サービスセンター

●し尿処理　環境アクアプラント
●火　　葬　山武郡市広域斎場
●教　　育　視聴覚教材センター、教育相談センター
●消　　防　本部（総務課、警防課、予防課、指令課）
　　　　　　・中央消防署　・中央消防署九十九里分署
　　　　　　・東消防署　　・東消防署芝山分署
　　　　　　　　　　　　　・東消防署山武分署
　　　　　　・南消防署　　・南消防署白里出張所

　山武郡市広域行政組合は、山武郡市の３市３町がそれぞれ行う仕事を市町の枠を越えて共同処理
しています。広域的に住民サービスを提供するために設立した地方自治法に基づく特別地方公共団
体のひとつである一部事務組合で、みなさんの生活に密接に関わっている仕事を行っています。
　地域のみなさんが安全で快適な環境の中で安心して暮らせる地域づくりに努めています。

教育委員会教育支援課教育委員会教育支援課
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みんな大好き！！
映画上映に必要な機器を貸出しています

　山武郡市視聴覚教材センターでは、山武郡市内で行われる集会や勉強会、教育の場な
どを対象に、幅広くご活用いただけるプロジェクター・スクリーン・１６ミリ映写機な
どの機材やＤＶＤ・ビデオテープ・１６ミリフィルムなどの教材の貸出しを行っていま
す。機材の使い方は職員が丁寧に説明しますので、安心してご利用いただけます。
　また、職員による出張上映も行います。山武郡市内の教育施設、子ども会、老人会など
団体であれば、ご利用いただけます。個人への貸出しは行っていません。
　ご不明な点や詳細については、下記までお気軽にお問い合わせください。
《主な貸出教材》
●山武杉【平成２６年度千葉県メディアコンクール　優秀賞作品】（ＤＶＤ）
●一人ぼっちの狼と７ひきの子やぎ（１６ミリフィルム）
※１６ミリ映写機の操作には、資格が必要になります。資格取得のため講習会を毎年６
月に開催しています。操作の説明は随時行っています。
問合せ先
　教育委員会教育支援課　視聴覚教材センター
　☎０４７５－５４－０２５４
　　 avl@sanbukouiki-chiba.jp

養護老人ホーム及びデイサービスセンターの
ボランティア募集

　私達にとって手話は、大切なコミュニケーションツール
の１つです。手話による日常会話を学んで、地域にお住ま
いの耳の不自由な方のサポートをしませんか。
　手話を必要としている方達との交流や社会参加をサポー
トすることを目標に、平成２７年４月から手話奉仕員養成講
座を山武こういきの事業として始めました。

 “ 次回、「総務課、企画財政課、電子計算課及び出納室」を PICK UPします。”

　山武郡市広域行政組合立養護老人ホーム坂田苑
及び坂田苑デイ・サービスセンターでは、ボラン
ティア活動に興味・関心のある方で力を貸してくだ
さる方を募集しています。
　個人活動はもちろん、団体としての活動もお待ち
しています。
　みなさんの温かい関わりが、入所者や利用者に
とっては大きな楽しみになります。
　詳しい内容については、お問い合わせください。
《ボランティア活動内容の例》
●歌、踊り、楽器演奏の実演
●公民館などで行っているサークル活動のご披露
問合せ先
　養護老人ホーム坂田苑管理係
　☎０４７９―８２―０３２０
　　 yougo.sakataen@sanbukouiki-chiba.jp

　教育委員会教育支援課では、『生きる力を育み、地域とともに歩む学校教育及
び社会教育の支援の推進』を基本理念に掲げ、山武郡市視聴覚教材センターと
山武郡市教育相談センターを運営しています。

　山武郡市視聴覚教材センターは、みなさんに映像への興味・関心を高めても
らうための業務を行っています。
【 映像への好奇心の芽を育み、視聴覚教育の充実のために 】
●人気作品を上映する映画会を行っています。
●美しい発声と文章の読み方を究めるナレーション講座を行っています。
●城西国際大学との共同で、山武郡市内の伝統文化や著名人を紹介する映像
作品を制作しています。

　山武郡市教育相談センターは、学校生活に不安を感じている子どもと保護者の
様々な悩みについて支援を行っています。
【 子どもの心を受け止め、ケア＆サポートのために 】
●保護者と教職員がもつ子どもの悩みを乗り越えるための相談窓口を行っています。
●不登校の子どもたちのサポートを行い、学校復帰を目指して適応指導教室「ハートフルさんぶ」を運営しています。
●山武郡市内の教職員を対象に、現場での教育相談に活用できる力量を高める講座を行っています。

ナレーション講座の様子

広告欄

山武郡市広域行政組合がこの広告における企業やサービスを推奨するもの又は保障するものではありません。
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